
第3回　うおづビジネスプランコンテスト（概要）

開催日時 平成31年2月23日（土）13：30～17：30

会場 新川文化ホール　小ホール

委託業者 株式会社北陸博報堂富山支店

審査委員 委員長　大愛高義氏

委員　　中家富美夫氏、江上尚氏、田辺和寛氏、原井紗友里氏、深谷信介氏

応募件数  17件 一次審査通過 　8件　→　最終審査（プレゼン）へ

プレゼン来場者 115人

最終審査結果　（※プレゼン時には各プランに対して審査委員から質疑応答あり）

所属

発表者名

荒井学園新川高等学校

岡本　剛

介護タクシーえんらく

川原田　巧

日本海電業（株）

若林健嗣

Holy工房

鈴木久美子

（株）サーフボード

田嶋節和

富山国際大学 　 

濵津実奈・広瀬ほなみ・川﨑那月・西島愛佳

日本料理海風亭

美浪呂哉

cocomama

大島　恵

高校生が、若年層向けの魚津りんごカタログを作成し、地域産業の魅力を発信

プラン名

プラン概要

魚津の海岸エリアをカルチャーの醸成地とし、次世代の希望を育てる

海に面した舞台空間「海ブタ」

高校生つくる！魚津りんごカタログ！グランプリ

（賞金50万円）

特別賞

（20万円）

うおづ型臨床美術プロジェクト～みんながいきいきする街～

魚津の魅力的な会社を知ってイキイキ働く“魚津でＧＯ”

大人から子供、障がいを持つ方から高齢者まで臨床美術で生きる力を養う

魚津の空家、空きテナントを使った入浴特化型デイサービス

要介護にならないように要支援者の入浴を援助し、認知症予防にもつながるサービス

市内の空き家を有効活用し、人を呼び込み、魚津を活気ある街に変化させる

「環境への高い意識をもつ美食の街」をブランディングし、市民に高い意識を根付かせる

上記以外

の発表者

（発表順）

オープン参加発表

空き家活用プロジェクト

Sustainable Gastronomy Uozu

ママが輝く街UOZUを目指して～ママ移住者増加プロジェクト～

魅力的な魚津の会社やお店、観光スポットを発見できるスマホアプリ

ママが子育てしながら働きやすい環境を作り、ママの賑わいの場を創出する


